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- 5 - 
等処遇」になりかねないことを理論的に提示している点は、無料低額診療事業に新たな分析視
点を提供するものとして評価できる。  
第五に、医療生協の運動を「民主主義の学校」と位置づけ、人々の運動への参加を促すため
の「組織の徹底した民主的運営」の必要性を指摘し、民主主義の具体的実践の模索としている
こと、そのことをオーエンによる協同組合論とポランニーの「市場経済の民主的改革」という
視点から導き出し、医療生協の事業と運動がもつ新自由主義的思考と地域共生社会論の克服の
方向性を示したことも、市場経済の中での医療生協の意義と立ち位置をより明確にしたものと
して評価できる。  
他方で、以下のようないくつか課題や問題点も指摘された。第一に、医療生協が地域共生社
会に対峙すべき方向として提起した「人権・協同・共同化」のうち、人権と共同化は明確に示
されているが、「協同」については明快さを欠き、人権・共同化との区別と関連も説明が十分
ではない。第二に、医療・介護サービスの共同の営み・共同生産について、医療は論じられて
いるが介護サービスについては分析されていない。人間生活の営みとして介護を位置づけたう
えで共同の営みの再規定が必要ではないか。第三に、医療生協の組合員の間でも「お互い様」
といった「思いやり」、「迷惑をかけたくない」とする道徳的包摂へ向けた同調圧力が働いて
いる現実にどのように向き合い克服していくのか、その道筋が見えない。第四に、医療生協の
今後の課題について、地域づくりや組織化の課題への組合員の意識的取り組みの必要を強調し
ているが、研究の役割は現状を分析したうえで「どのようにすれば運動、組織化が可能か」、
その基盤や条件について検討し提起する必要があったのではないか。  
 これらの課題や問題点に対して、本人から、いずれの指摘も納得でき不十分さは認識してい
る、本論文の内容を踏まえてさらに検討を加え精査していきたい旨の応答があった。審査委員
会は、指摘した課題や問題点はあるものの、それらが本論文全体の積極的評価を損なうもので
はないと判断した。  
よって、本論文は博士（社会福祉学）の学位を授与するにふさわしいものと判断する。  
 
 
 
